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東大 ･理 長沢信方,桑田 真
光の反射,屈折という現象iも 物質の光学的性質の中でも最も基本的なものである｡通常の
現象論によれば,これらはマックスウェルの境界条件から導かれるフレネ/レの反射屈折の法則
によって理解できる｡ここで媒質の光に対する応答を特長づけているものは誘電関数である｡
半導体や絶縁体結晶のいわゆる基礎攻収端と呼ばれる領域においては,誘電応答に対する主な
寄与は,励起子と呼ばれる電子的素励起であることが知られている｡
励起子はある有限な有効質量をもつ粒子として結晶中を移動するため,この様な場合には媒
質中のある点での誘電応答はその点での電場だけでは決らず,いわゆる非局所的応答となる｡
その結果,誘電関数丁は光の周波数a'のみならず波数 kの関数となる｡従ってこの媒質中での
光の分散関係は,方短式(ck/a')2-7(k,a')の解として求まる｡この様な媒質を空間分散媒
質と呼ばれる｡いま等方的な結晶媒質でかつ励起子構造が単純な場合には,励起子の縦振動エ
ネルギー,i竹 , より高いエネルギー領域では,kはa,の二価関数となる｡すなわち,Wが等し
くkの大きく異なる二つの独立なモー ドが媒質中に共存できる｡これらのモードの量子が励起
子ポラリトン(以下ポラリトンと略称することにする｡)と呼ばれているものである｡
さて,レーザー光の様に光子密度の高い光が物質と相互作用すると,物質のいろいろな非線
形応答が現われる｡半導体において知られている,励起子がニケ束縛した量子である励起子分
子が,二光子攻収によって励起される過程はその一例である.
いま,舶 2>戊wzの領域の光と,もう一つのia,1という光との組合せで励起子分子を励起す
ることにしよう｡このとき舶 1+-ia,2が励起子分子のエネルギーに一致する所で二光子共鳴が
生じるが,励起子分子の分散を反映して,ia,2の各分枝のポラリトンから励起子分子-の共鳴
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